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目的：近年、高齢化社会の急速な進展とともに高齢者の生活の質（QoL）
を維持することの重要性が認識されるようになった。高齢者が健康で豊か
な生活を送るためには全身の健康状態だけでなく、口腔の健康を保つこと
は生活の質（QoL）を維持するのに極めて重要である。本研究では可撤性
義歯装着患者の義歯の状態（安定性と審美性）および健康関連 QoLと口腔
関連 QoL を調べることで、義歯の質が健康関連 QoLに与える影響を明らか
にすることを目的としている。 
 
方法：昭和大学歯科病院補綴歯科を受診し連続サンプリングされた可撤性
義歯装着患者のうち、同意の得られたもののうち選択基準に合致する 171
名を調査対象とした。 
義歯の質（安定性と審美性）は 100mmビジュアルアナログスケール（VAS）
を用いて評価した。それぞれ 0 を“全く満足していない”、100 を“非常
に満足している”として現在の状態を 100mm の直線上の位置で表す。上下
顎義歯を装着している患者は上下別々に評価し、値の小さいほうを代表値
とした。健康関連 QoLは SF-36 ver2 を用いて評価した。SF-36は 36項目
の質問票からなり、8つの下位尺度から 2つのコンポーネント・サマリー
スコア（MCS と PCS）を算出する。PCS と MCSは 0～100点の範囲で値が高
いほど良い健康度を表す。また一般の集団を対照群として使用する場合国
民標準値を 50（±10）とする。口腔関連 QoL の評価には Oral Health Impact 
Profile の日本語版 OHIP-J を用いた。口腔に関する日常の困りごとにつ
いての 49 項目の質問に対する回答“全くない＝0”、“ほとんどない＝1”、
“時々ある＝2”、“よくある＝3”、“いつも＝4”の合計点で（最小値 0、
最大値 196）表し、値が大きいほど口腔関連 QoL が低いことを示す。義歯
の質を良いと悪いに分け、性別、年齢、口腔内の示唆結果より得られた残
存歯数と functional unit 数、健康関連 QoL、口腔関連 QoL の平均値に関
して Student-ｔ検定を行った。さらに残存歯数・functional unit 数と義
歯の質について散布図を使って詳細に検討し、ピアソンの相関係数を求め
た。また義歯の質と健康関連 QoL の相関を OHIP-J を中間指数として加え
て回帰分析を行った。 
 
結果：被験者の平均年齢は 68.0歳で全体の 60％が女性だった。義歯の質
と physical oral healthの相関係数は低かった（0.09-0.15,all P>0.05）。
義歯の質と健康関連 QoLを回帰分析すると義歯の安定性は MCSと有意に関
連があった。義歯の安定性を 10ｍｍ間隔にすると MCS は 0.52 増加した
（0.52，95％CI:0.03－1.00，P=0.04）。しかし PCS とは関連が低かった 
(0.11, 95% CI: -0.49-0.70)。義歯の審美性は PCSと MCSとも関連がなか
った(0.22, 95% CI: -0.44-0.88 or 0.07, 95%CI: -0.47-0.62)。OHIP-J
値を中間変数として回帰モデルに加えると、この変数は、有意に MCS と
PCSに関連していた。 
結論：義歯の質は義歯装着患者の健康関連 QoL に影響を有することから、
患者が可撤性義歯を装着することにより全身の健康状態が向上する可能
性があることが示唆された。 
 
 
